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 実習先である A 中学校では 1 年 2 組に配属となり約半年間，毎週火曜日に基盤教育実習を行った。
授業だけでなく朝・帰りの会から掃除指導，部活動指導に至るまでの教師の日常業務を経験すること
ができた。基盤教育実習における実践上の目的は「教師の日常的な業務の把握」「実習校の実態把握」
「アフォーダンス理論を用いた授業分析」の三つであった。以下，簡潔にまとめる。 
① 教師の日常的な業務について 
出勤するとすぐに担当クラスに向かった。朝の余裕がある時間にできるだけ多くの生徒と言葉を交
わすこと，登校してからの生徒の様子を観察することを意識し，生徒理解に努めた。また，一時間目
はメンター教員が運営委員会に出席するため，この空き時間を利用して「学活ノート」のコメントを
書く作業に当てた。多忙な現場であっても教師は学活ノートに毎日目を通しコメントを返している。
学活ノートを見てコメントを書くことで生徒理解を図ったり，コミュニケーションがとれることを学
んだ。学活ノートは教師と書き手の生徒しか見ないので生徒も気軽に思っていることを書く。思春期
における友人関係の悩みやいじめなどの問題を早期発見することにもつながるだろう。さらに，学部
での教育実習とは異なり職員室に実習生の席を用意していただいたことで，職員室での教師の仕事に
ついて観察することができた。職員室で見，聞き，話し，感じたことの経験は非常に大きかった。た
とえば，欠席の電話に対する対応の仕方や遅刻してきた生徒への対応には誰が当たるのか，授業がな
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いとき教師は何をしているのかなど例を挙げればきりがないが，学部の教育実習や大学の講義では経
験・学習できない内容であり，まさに生の現場に身を置くことができた。 
② 実習校の実態把握 
「生徒観」「学校観」「授業観」の三つの視点から把握することができた。まず「生徒観」について
は，週一回の実習ではあるものの約半年間を生徒と共に過ごすことで長期的に子どもの成長を近くで
感じることができた。しかし配属学級の実態しか把握できていないのも現状である。「学校観」につい
ては，合唱コンクールなどの学校行事に参加することで実習校の「目指す学校像」やそこで働く教師
がどのような生徒を育てようとし，どう接しているか，そしてそれに対し生徒らはどのように応えよ
うとしているかについて把握できた。最後に「授業観」である。約半年間，実習校におけるメンター
教員や他の社会科教員の授業を参観し，社会科における授業観(学びの共同体)を把握することができ
た。二年次の実習においても「学びの共同体」という授業観をもって授業実践を行っていきたい。 
③ アフォーダンス理論を用いた授業分析 
メンター教員の授業では TT として学習支援しながらの参与観察を行った。アフォーダンス理論の視
点から授業を分析するなかで，教師は生徒-生徒間で生起する対人関係的なアフォーダンスを「学習方
法としてのアフォーダンス」として利用していることが明らかとなった。アフォーダンス理論を援用
すればこそ，教師が生徒同士に行わせるグループ活動やペア活動の意味がより明らかとなる。なぜグ
ループ活動をするのかといえば，それは対人関係的なアフォーダンスを生徒らに学習の「足場」とし
て活用 (知覚)させることで学習の発展を期待しているからである。対人関係的なアフォーダンスその
ものを学習のリソースとしており，それは相互作用的な学びであるといえよう。知識や技能は生徒個
人の頭の中になく，グループやペアという学習の共同体(学びの共同体)の中に分かち持たれているの
である。それは換言するならば，共有知や分散知という脱中心化された知識でもある。 
しかし，学習方法としてのアフォーダンス(＝アフォーダンスによって学ぶこと)は明らかとなった
一方で，学習内容としてのアフォーダンス(＝アフォーダンスを学ぶこと)を明らかにすることができ
なかった。中学校第三学年社会科で学ぶ公民分野であれば，社会制度的なアフォーダンス(例：民主主
義や流通の仕組み，あるいは社会福祉など)が学習内容として考えられるが，実習において参観した授
業が一年生であり歴史・地理分野であったため，何が学習内容としてのアフォーダンスになり得るか
まで深く検討できなかった。もしかすれば，「学習方法としてのアフォーダンス」と「学習内容として
のアフォーダンス」は明確に分けて考えることのできないものかもしれない。これらの疑問について，
二年次の学校課題探究実習では授業実践を行っていく過程で明らかにしてことが課題である。 
【探究実習の成果と課題】 
 大学の講義や学部での教育実習とは異なり，本格的に現場に身を置きながら実習を行うことができ
た。先に述べたように学校の実態把握や教師の日常的な業務について周辺的にではあるが学ぶことが
できた。それは今後の実習や卒業後の教員生活に確実に生きると確信する。あくまで「実習生」であ
り責任の生じる役割は与えられないため，現職の教師と同じように子どもたちに接することができず
に困惑したり思い悩んだりしたことも多々あった。しかし，大学院生だからこそできる実習とは何か
を考え，実習を行うことができた。それは教職大学院のカリキュラムの特色でもある「理論と実践の
往還」である。週一回の実習で見たこと感じたことを大学に持ち帰り，授業やカンファレンス，ゼミ
の中で議論し，深めることができた。さらに，それに応じて実習を行うことで成果が得られたり，新
たな課題が生起したりした。二年次の学校課題探究実習では授業実践がメインとなる。より一層「理
論と実践の往還」を意識し，研究テーマである「生態学的な学び」を明らかにしていきたい。 
